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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、 歌人前田夕暮 の生涯 の軌跡 に視点 を据 えて考察 し、併せて風土 とのかかわ りや、
夕暮が主宰 していた 『詩歌』 の初期 同人 との交渉、 さ らに新 たな夕暮論へ の可能性等 につ いて
論 じた ものである。
全七章の うち、第 一章 「歌人夕暮 の確 立」か ら、第二章 「交流 の中の歌風形成」、第三章 「変
革 と深化」を経て第 四章 「晩年 の歌境」 まで は、 前田夕暮 の生涯 にわた る文芸活動 を、若 山牧
水や北原 白秋、 川端康成 な ど他 の文学者 との交渉 を軸 に考察 を加 えたもので ある。本論文 の標
題 を 「受容 と創造」 とした の も ここに由来す る。第 五 章 「都 市 と風 土」では、 〈都 市〉 とく
反 ・都市〉の視 点か ら夕暮 の前半 生の歩み を分析 し、 さ らに夕暮 の郷里秦野(神 奈川県)お よ
び茨城 の風土 と夕暮短歌 とのか かわ りを探究 した。第 六章 「初期 『詩歌』 同人と前 田夕暮」で
は、四人の主要同人を取 り上げ、彼 らのそれぞれ の歩 み と夕暮 の同人た ちへ のかかわ りを分析
した。第七章 「夕暮 論への視角」で は、夕暮 の生涯 に多大 な影響 を与 えたキ リス ト教 の受容、
お よび正岡子規 を源 流 とす る写実短歌史 と夕暮 らの 自然 主義短歌 との相 関性 を考察 した。
第一章 歌人夕暮 の確 立
本章では、明治30年代後半か ら40年代へか けての文学界 の動向を視野 に入れつつ、主 として
37年の尾上柴舟への入門か ら40年代に 自然 主義 思潮 を受容 して独 自の夕暮歌風 を確立す るまで
を考察 した。
「初期 前田夕暮 におけ る牧水短歌 の受容」では、柴舟へ の入 門か ら自然主義 的歌 風確立 まで
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の夕暮 の歩みを、僚友で もあった若山牧 水 との交渉 を跡づ けつ つ考察 を加 えた。漂泊 の意識、
自然を大き くうたい とる手法、 自然主義的な生の悲嘆や不安感 の表 出を視点 と して、夕暮 ・牧
水両者の具体 的作 品の対比 を行った。
「初期前 田夕暮 と窪 田空穂 『まひる野』」 は、出発期 の夕暮が最 も私淑 した歌人 とも言え る窪
田空穂 に焦点 を絞 り、詩歌集 『まひる野』 と夕暮 の初期短 歌 との相 関性 を探究 した。 と くに
『まひる野』に見 られ るキ リス ト教的要 素 と、初期前 田夕暮の神秘派的歌風 との接点 に着 目し、
空穂 ・夕暮が ともに直接人生の指 導を受 けた ことがあ るキ リス ト者植村正久の説教の影 響 を考
慮 しつっ考察 を進めた。
「『収穫』論」は、 自然主義短歌時代 の到来 を告げ る前 田夕暮 の処女歌集 『収穫』について の
全体 的な把握 を試みた論 である。 『収穫 』の上下巻構 想の意 味、恋愛歌集 として の特質、 漂泊
のモ チー フ と自然主義 との関係、神秘 的な らび に浪 漫的要 素の あ り方等 について分 析 を試 み
た。
『収穫』 に見 られ る前記の神秘的要素 について、特 に取 り上げてそ の意義 を探 究 した のが、
つづ く 「前 田夕暮 にお ける 『神秘的色彩』一 『収穫』 の時代 を中心 に一 」で ある。一般 に
初期 前田夕暮 の歌風 は与謝野晶子風 の浪漫歌風か ら自然主義歌風へ と推移 したものと捉 え られ
ているが、そ の間に短 い期間では あるが短歌の神秘派 を唱 えた時期が夕暮 にはあ り、それが文
学者前田夕暮 の本質 にかかわ るもので あることを明 らか に した。 さ らに、 青春期 の夕暮が傾倒
したキ リス ト教がそ の神秘的要素 に与えた影響 につ いてそ の実態 を分析 した。
「短篇 『十一 日』 と 『収穫』作品 前 田夕暮 の幻 の恋一 」は、処女歌集 『収穫』 に出て く
る解釈 の難解な意味不 明の作品について、その意味づ けを夕暮 の短篇小説 『十一 日』 を発掘す
る中で 明 らか にした ものである。短歌作 品 に唐突 に出て くる 「十一 日」 という言葉が、実は夕
暮 の恋人 の忌 日で ある ことを短 篇小説 の分析 か ら明 らか に し、 それがデ フ ォル メされ る形で
『収穫』 に取 り入れ られてゆ く過程 を跡 づけた。
「前 田夕暮初期の短歌観一r詩 歌』第一巻 ・第 二巻 をめ ぐって一 」 においては、 夕暮の創
刊主宰 した 『詩歌』 に視点 を絞 り、初期 夕暮 の短歌観の形成過程 を分析 した。具体 的 には、短
歌形式 に対す る洞察 の深 まり、 窪田空穂 ・石 川啄木 ・斎藤茂吉等 同時代の歌人 に対 する見方、
『詩歌』 内部の歌人 に対する指導 のあ り方 の三つの視 角か ら考察 を加え、 自然主義的な短歌観
の掘 り下げ られてゆ く様相 を明 らかに した。
「前田夕暮の啄木観一 評論集 『歌話 と評釈』を視 点 として一 」は、夕暮 の評論集 を視 点 と
して、 同時代 の歌 人石川啄木 に対す る捉 え方 を考察 した。 『一握 の砂』 に見 られ る醒 めた主観
への夕暮の注 目や、文学に対す る 「因 らはれ ざる態度」 への関心の強 さ、 啄木 のいわ ゆる三行
書き短歌への注 目等 を明 らか にした上で、具体 的な類似歌 の対 比を行 った。
第一章末尾 の 「初 期前 田夕暮 と田山花袋r田 舎教 師』」は、夕暮 自身も知 遇 を得、そ の 自然
主義小説の影 響を受けた と推測 され る田山花袋 を取 り上げ、 夕暮初期短 歌世界 との共通性 を論
じた もので ある。夕暮 と花袋の直接 的な交流 の様子 を跡づ けた後、 『田舎教 師』 の主人公林清
三 を中心 とす る文学 青年的な要素 と夕暮 の人 と文学 との類似性、 『田舎教師』の世界 と 『収穫』
作 品 との具体 的な表 現 の関連性、 『田舎教 師』 の 「平凡 なる もの」 の意味 を追究す るモチー フ
と 『収穫』 「自序」等 との関連性 につ いて考 察 を加 えた。
以 上、第一章 は、歌 人前 田夕暮の確立の過程 を、牧水 ・柴舟 ・啄木 ら同時代 の歌人 との交流
や、 田山花袋 『田舎教師』 の受容 をは じめ 自然主義思潮 とのかかわ りを視野 に入れつつ跡づ け
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て い っ た もので あ る。
第二章 交流の 中の歌風形成
本章で は 「交流の 中の歌風形成」 と題 し、主 として大正初期か ら中期 へかけて の前 田夕暮 の
歩み を、 同時代の歌人 ・詩人や画家、さ らには 日本古典 との関連性 を明 らかにす る中で探究 し
た。そ の際、当時の時代思潮 の形成 に大 きな役割 を果た した西洋美術流入(と くにゴ ッホや ゴー
ギ ャン等後期印象派絵 画の影響)に 視点 を据 え、 その具体相 と史 的意義 の解 明を考察 のね らい
とした。
「大正初期 の夕暮 と茂吉」は、 前 田夕暮 と斎藤 茂吉 とい う近代短歌 の形成、発展 を担 った主
要歌人の交流に着 目し、 前記 の西洋 美術受容 の論点 を導入 してその短歌史 的な意義 を探究 した
ものである。 明治45年(大正元年)か ら大正5年 へ至 る5年 間の二人 の交渉 につ いて詳細 に跡
づけた後、両者 に共通 して認め られ る後期 印象派絵画 の受容 とそれ と関連す る狂気へ の関心 を
中心 に論 じた。前者で はゴ ッホ の 「種 ま く人」や 「向 日葵」等 に見 られ る太陽光の表現 に注 目
し、 それが夕暮や茂吉 の短歌 にいか に取 り入れ られて いったのか を考察 した。後者 につ いては
ゴ ッホや ゴーギ ャン らの示 した狂気への歌人たち の関心の強 さを指摘 し、それが夕暮の少年期
追憶 の歌や茂吉 の精神病院勤務の 日常詠 に反映 して いるのではな いか と推論 した。
「前 田夕暮 と青木繁」では、天折 した天才洋画家 といわれた青木 繁が当時の文学者 に与えた
影響 の大 きさをふ まえ、 とくに歌人前 田夕暮が青木の代表作 「海の幸」 をいかに 自らの短歌作
品 に生か したか を検 証 した。 その際、そ の受容 の経路 として大正2年4月 に刊行 された 『青木
繁画集』(政教社)が 深 く関与 した と捉 えた点に本論文 の特色がある。
「『詩歌』 と室生犀星」 にお いて は、前 田夕暮が主宰 した雑誌 『詩歌』の寄稿者 として重要な
詩人 の室生犀星 を取 り上げ、 『詩歌』 を媒体 とした犀星 と歌壇 との交流 について主 と して考察
した。先 に述べたよ うな西洋絵画受容 の時 代思潮 の下、 犀星の関心 はそ うした影響 の色濃 い二
つの歌集(前 田夕 暮r生 くる 日に』 と斎藤 茂吉 『赤光』)に向け られ、 自 らも同傾 向の詩作 を
な してい る点 を指摘 した。
「『生命の渦巻き』のモチーフー 雑誌 『詩歌』 の流域一 」 は、叙上 のようなゴ ッホ、 ゴー
ギ ャンら後期 印象派絵画受容 のあ り方 を 「生命 の渦巻 き」 という表現で捉 えた前 田夕暮 の評語
を視点 として、 夕暮 の主宰 した雑誌 『詩歌』 にそ の受容 の具体相が いか に定着 して いるか を分
析 した もので ある。夕暮や茂吉 のほか、室 生犀星 ・萩原朔太郎 ・山村暮鳥な ど大正期 の代表的
詩 人たちにも共通 のモチー フが底流 して いるので はな いか と推測 し、そ の 「生命 の渦巻 き」 と
繋 がる表現 を具体 的に検証 した。
本章末尾 の 「前田夕暮 の古典 受容一 狭野茅上娘子へ の傾倒 を中心 に一 」 は、前 田夕暮の
日本古典 とのかかわ りを概観 し、 とくに強 い関心 を示 した万葉 の女流歌人狭野茅上娘子 との関
連性 を考察 した ものであ る。夕暮は狭野茅上娘子 のもっ 「感 じ方」 の独創性 と本能的な感動表
現 の熾烈 さに注 目してお り、それが当時の夕暮の生命主義的な歌風の展開 と対応 しているので
はないか と推論 した。
第三章 変革 と深化
本章では 「変:革と深化」と題 し、大 正10年代か ら昭和10年前後 へ至る前田夕暮 の文 芸活 動を、
いわ ゆるモダニズムのめま ぐる しい展開の 中で捉えよ うとした ものである。 この時期の夕暮 は
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短歌活動だ けでな く、 『緑草心理』 に代表 され る散文活動 をも開始 して高 い評価 を受 けてお り、
そ の表現領域に幅を加 えるとともに、 自由律短歌運動 に象徴 され る新たな短歌形式模索の志 向
を鮮 明に してゆ く。そ うした前田夕暮の変革期の文芸活動 を、北原 白秋や川端康成、立原道造
ら同時代 の文学者 との交流や、 『日光』 『短歌雑誌』 『短歌 月刊』 等の雑誌へ のかか わ りな どを
調査、分 析 してゆ く中で解明 しよ うと意図 した。
最初 の 「大正十二年 の夕暮 と白秋」 は、 反ア ララギ 系の雑誌 として名高い 『日光』 の創刊前
夜の動 きを、大正12年の前田夕暮 と北原 白秋 の交流 を追尋す る中で明 らかに しよ うとした もの
である。大正12年初頭 のこの二人の劇 的な選遁 と三浦半島への吟行、そ こで したため られた二
人の連名葉書 に見 られ る歌壇変革 の意欲等 を確 認 した後、夕暮 の 「天然更 新の歌」 をめ ぐって
の二人 の交流 の意味や、三浦 半島吟行詠 の特色、 にわかに高ま って来る 口語 歌運動 の展 開、雑
誌 『日光』へ と至 る新雑誌創刊の動きの四つの事項 に焦点を絞 ってその短 歌史的意義 を考 察 し
た。
「『日光』時代 の前 田夕暮一 第一巻(大 正13年)をめ ぐって一 」 は、前稿 を受 け、大 正13
年 の4月 に創刊 された 『日光』 にお ける前 田夕暮 の活動 を整理、分析 した もので ある。第一巻
(大正13年)の夕暮 の著作 と夕暮 に対す る批評文献 を概観 した後、そ の短歌活動や 口語歌 への
試み、 『緑草心理』等 の散文 執筆の意義 につ いて考 察 を加 え、 こうした一連 の動 きが関東大震
災後勃 興 して くるモダニズム の思潮 と深 く連繋す るもので ある ことを明 らか にした。
「『日光』時代 の遣空 と夕暮」 では、前述 した 『日光』 の同人 として活躍 した釈這空 と前 田夕
暮 との交渉 を考察 した。 アララギ を離脱 してr日 光』 に参加 した釈這空は、歌人 として の潜伏
期を経 て本格 的な追 空歌風 を形成 してゆ くことにな るが、そ の民俗学 を基底 に据え 山村 ・離島
の旅 をうたった這空短歌 と、奥秩父での山林事業 をうた った前 田夕暮の 「天然更新の歌」 との
類似性 を中心 に両者 の相関性 を追究 した。 這空は夕暮短歌 を 「た ましひの芸術」 と認識 し、 ま
た夕暮 も邉空の山峡詠 に注 目し、 この時期の両者はお互 いに山村で の根源的な生のあ り方か ら
汲 みつ づける作歌モチー フを共有 していた とも言え るのであ る。
以下 の三篇 の論、す なわち 「r短歌雑 誌』 にお ける前 田夕暮一 大正十五年か ら昭和三 年 ま
で一 」 「『短歌雑誌』 における前 田夕暮 … 昭和 四、五年 をめ ぐって一 」 「『短歌 月刊』第三
巻(昭 和6年)に お ける前 田夕暮」 は、 当時の総合歌誌 におけ る前 田夕暮および主宰 する 白日
社 の活動 を跡づ け、そ の短歌史 的意義 を明 らかに しよ うと試みた ものである。
「『短歌雑誌』 にお ける前 田夕暮一 大正十五年か ら昭和三 年まで一 」 では、先 に述 べた雑
誌 『日光』での活動が終息 を迎 え、盟友で あった北原 白秋 との疎隔か ら大正7年 以来休刊 して
いた 『詩歌』 の復活へ と至る過程 を考察 の対 象 とした。 白秋 に近い 由利貞三 と夕暮 に近い柳田
新太郎 との激 しい論争や 『詩歌』復活 の反響 について分析 を行 った。
「『短歌雑誌』 におけ る前 田夕暮一 昭和 四、五年 をめ ぐって一 」で は、夕暮が 自由律短歌
運動へ と踏み切る前後 の様相 につ いて総合歌誌 を通 して検証 を試み た。昭和3年4月 の『詩歌』
復刊以後結社 としての主張が必ず しも明確で はなかったのであるが、 昭和 四年 の空 中競詠 を契
機 として急速 に自由律へ と傾斜 して ゆく夕暮お よび 白 日社 の動 向が この時期 のr短 歌雑誌』 に
は如実 にあ らわれてお り、併せてそ うした夕暮お よび 白 日社 の動 向に対す る歌壇 の批評 にもモ
ダニズムの時代を反映 した鋭敏かつ多様な ものが見 られ た。
「『短歌 月刊』第三巻(昭 和6年)に お ける前田夕暮」 では、つづ く昭和6年 の前 田夕暮お よ
び 白日社の活 動 を考察 した。昭和6年 の誌上 にお ける夕暮 とr詩 歌』 の主要 同人たち の活動、
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歌壇 の批評 文献等 を概観 した後、夕暮 の 自由律作 品、 『詩歌』 同人たちの評 論や 自由律作 品、
及び こうした夕暮 や 『詩歌』 に対す る批評 を整理、分析 した。昭和六年は 自由律短 歌運動 のい
わば最盛期で もあ り、r詩歌』 の活 動 もおおむね活 発で あるが、夕暮 の自由律運 動 に疑 問を投
げかけ る萩原 朔太 郎、三木露風 らの発言や、昭和六年末 にそれ まで 自らが制作 してきた 自由律
短歌は短詩 にす ぎない と断定す るプ ロ レタ リア短歌 同盟 の宣言な ども出て、 『詩歌』 の自由律
短歌運動が しだいに苦境 に立た されてゆ く状況 を検証 した。
「川端康成 と前 田夕暮」 においては、大正10年代 か ら昭和初期へか けて の前田夕暮 の文芸活
動が当時の文学界 にお けるモダニズム の潮流 と呼応す るものではないか との展望 の下、新感覚
派作 家川端康成 との関連性 に焦点 を絞 り、その文芸的意義の考察を行 った。夕暮 において はと
くに第 一散文集 『緑草心理』 を考察の対 象 とし、若き 日の作家川端が 『緑草心理』 をいか に受
容 し自らの創作活動 に生か して いったか を探究 した。 白日社所蔵の夕暮宛 て川端康成書簡 をは
じめ川端 の夕暮へ の言 及を概 観 した後、 『緑草心理』 と川端文学 との関連性 を、新 感覚派作家
として の川端 と 『緑 草心理』、植物 へ の転 生 ・同化 志向 の共通性、幼 な心(童 心)へ の志向 の
共通性、掌 の小説理論 と 『緑 草心理』 とい う四つの視点 か ら考 えてみ た。そ の結果、川端 の新
感覚派理論や 『春景色』 『拝情歌』 『高原』 『古都』 『不死』等 と 『緑草心理』 の間に、主客一如
的表 現や植 物へ の転 生 ・同化 の志 向をめ ぐって注 目すべ き共通点が見 られ る ことが 明 らか と
なった。
つづ く 「前 田夕暮 とモダニ ズム」 は、主 として 自由律 時代 の前田夕暮 に視点 を据 え、空 中競
詠 に見 られ る近代的素材の把 握や、 その後 の心理主義 的表現 を考察 した。そ の結果、歌人夕暮
の表現領域は、科学の発達 がもた らす世界 観の進展 に対応す る とともに、 ある意味では現実世
界 よ りも広大 と言い うる心 的世界 に深 く錘 りを降ろす もので ある ことを明 らか にした。
「夕暮 自由律 と主客一如主義」は、前 田夕暮 の空 中競詠 の代表作が、川端康成 の 『春 景色』
や横光利一の 『春は馬車に乗つて』 な どに見 られ る主体 と対象 の一体化 した表現 と類似 して い
る点 を指摘 し、それがモダニ ズム の時代 の共有す る表現 である ことを検証 した もので ある。
「前 田夕暮 『緑草 心理』 と立 原道造」お よび 「前 田夕暮 と立原 道造一 昭和 初期短歌 の水脈
一 」の二篇の論は、 昭和 初期 の詩 人 として名高い立原道造が一時前 田夕暮 の白 日社 に在籍 し
て いた事実 を出発点 として、両者 の相関性 を考察 した もので ある。前者 の 「前 田夕暮 『緑草心
理』 と立原道造 」では、第一 高等学校時代 の立原が前 田夕暮 の散文集 『緑草心理』 をいか に感
覚の源泉 として尊重 していたか をお さえ、そ の上に立 って、人間 と自然の一体化 による表現(自
然の擬 人化、 自己 の擬i物化)、植 物の葉へ の関心、 草食動物へ の憧憬 とい う三 点か ら分析 を試
みた。
後者 の 「前 田夕暮 と立原 道造…一㎜昭和初期短歌 の水脈一 」 では、立原が制作 した 自由律短
歌作品 を考察 の対象 とし、そ の成立 に果た した夕暮のr緑 草心理』や 自由律作 品の役割 を考 え
てみた。 『緑草心理』 のみずみず しい散文世界が 立原の 自由律作 品 と野情 的類 同性 をもつ一方
で、夕暮の 自由律短 歌 と立原 のそれ との問 には死生観や青空 を詠んだ歌 に一脈の類似性は指摘
でき るものの、む しろ異質性 の方が 目につ き、そ うした相違が立原 をおよそ一年余 りで 『詩歌』
か ら去 らしめた理由の一つで はなか ったか と推測 した。
以上、第三章 の 「変革 と深化」 においては、前 田夕暮 の短歌活動のみな らず散文活動 を も視
野 に入れた上で、 モダニズム の激 しい潮流 の中にあって 自 らの作風の変革を図ろ うとする様相
を考察 し、併せ て同時代 の交流 をもった作家や詩人 ・歌人たちの展開 をも明 らか に しよ うとつ
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と め た 。
第 四章 晩年の歌境
本章 では、前 田夕暮晩年 の歌境 を、奥秩 父疎 開時 代の作 をま とめた歌集 『耕土』、そ の当時
にお けるある国文学者 との交流、死後発見 され て話題 を呼んだ遺作 「わが死 顔」 を考察す る 中
で解明 しよ うと試みた。
「『耕土』 論」 は、太平洋戦争末期 か ら戦後 へかけての奥秩父生活が、歌 人前田夕暮 に どのよ
うな歌境の形成 を促 したのか、 さ らに 『耕土』が 夕暮短 歌の流 れの中でいか に位置 づけ られる
のか といった観点 か ら考察 を行 った もので あ る。や む をえ ぬ疎 開 とい う現実 を背負 いなが ら
も、奥秩 父の山峡 を 「終 の栖」 と観 じ、そ の 日常 の中で定型復:帰後 の歌境 の完成や生 の永遠化
を求 めよう とす る意識が強 く表出 されてい ることを明 らか に した。
「山野帰住へ の共感 斎藤清衛宛前 田夕暮 書簡 をめ ぐって一 」は、神奈川近代文学館所蔵
の書簡 にも とづ き、国文学者の斎 藤清衛が夕暮の 自由律短歌運動や 山峡生活 の精神的な支援者
で あった点 を解 明し、その意義を論 じた ものであ る。
「前 田夕暮 『わが死顔』論一 幻視 ・二重 自我の意味す るもの一 」 においては、遺作 「わが
死顔」 のは らむ文芸的意義 を、そ の生の連 続感 のふ っ切れた場で うたわれている死生観 の特質
や、 ドッペルゲ ンガ ー と繋がる幻視 的要 素、死 生観 と美意識 の融合、 そ して臨死体験や 生 と死
のボー ダー レス現象等現代 的な テーマ ともかか わ る特質 な どを分 析す る 中で追究 した。併せ
て、そのよ うな 「わが死顔」 のもつ文芸 的特質が写実 を中心 とする近現代短歌史 にお いていか
なる位 相 にあるか問題 提起 を行 った。
第 五章 都 市と風土
本章では、 前田夕暮 にお いて都市が どのように意識 されて いたのか、 また郷土相模や茨城 の
風土が その文 芸活動 にいかな る影響 を与えて いた のかな ど、 限定 された空 間的な場 と夕暮短歌
の問題 に視点 を置 き、都市論的、風土文芸学的側面か ら考察 を試みた。
「前 田夕暮 にお けるく都市 〉 とく反 ・都市〉」で は、 夕暮の前半生 を中心 に都市 をいか にう
た って いったか、また都 市的な要 素か らいか に離脱 していったかを考えてみた。『収穫』『陰影』
という初期歌集 にお いては都市の主要な機 能の一っであ る循環性が夕暮短歌 に認め られ、それ
が歌人前 田夕暮 の漂泊 の意識 と繋がっている点 を指摘 した。 また一方、奥秩父の山林 事業 を題
材 とした 「天然更新 の歌」 については、都 市的な ものへの批判 を込め、大 自然における生のダ
イナ ミズム の表現へ と転身 していった もの と捉えた。 以上の ような一連の流れを当時の時代思
潮 と関連 させつつ論述 していった。
「前田夕暮 と秦野一 郷土 のなか の文学形成一 」は、夕暮 の故郷 である神奈川県秦野 の風土
と夕暮の文学世界の相関性 を追究 した もので ある。 生家の裏山にある鐘楼 を詠 んだ夕暮短歌 の
意義、父 を通 しての 自由民権思想 の継承、恋愛歌 に詠 まれ た郷 土の意 味、郷土 を取 り入れ た随
筆作品の甘美な ノスタル ジー等 を論 じた後、石川啄木や萩原朔 太郎 な どの文学者 にお ける郷土
意識 との違い を指摘 した。
「夕暮の内なる風 土一 茨城 との関連 をめ ぐって一 」で は、茨城県 の風土 を夕暮が いか に 自
己の短歌作品に取 り入れて いったか に焦点 を据 え、概観 を試 みた。青年時代 の歌稿そ の他 にお
ける茨城 の風土、 明治末か ら大正期 にかけて の茨城在住 の詩人 山村暮鳥 との交流(な かんず く
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暮鳥 の詩 「雲」 との関連)、夕暮 と常陸 国万葉、 夕暮晩年 の 日立鉱 山行 とその文芸 化な どを考
察 し、茨城の風土が夕暮短歌 の展 開に果 た している意義 の大 きさを論述 した。
第六章 初期r詩 歌』 同人 と前 田夕暮
本章においては、 前田夕暮 の主宰 した 『詩歌』 の初期 の同人たち に光 をあて、その短歌活動
を師である夕暮 とのかかわ りの 中で明 らか にした。
「熊 谷武雄 ノー ト」で は、 白 日社 の社友名簿 の冒頭 にそ の名が見え、歌集 『野火』 によって
有 力歌 人 として歌壇 内外か ら注 目された熊谷武雄 を取 り上げ、その歌風形成 と夕暮 への感 化を
論 じた。宮城 の山村 に住み、家族 との 日々の営みや晴耕雨読 の日常 をうたいつづけ、「郷土詩人」
的な歌風 を確立 した熊谷武雄 に対 して、 師である前田夕暮が与えた指 導 と夕暮 自身が受けた 自
然回帰へ の志向 を明 らかに した。
「金子不泣 『波 の上』 覚書」 は、病 を得た のを契機 に郷里佐 渡の風土 に回帰、沈 潜 して ゆ く
金子不泣の短歌世界の特質 を処女歌集 『波 の上』 を通 して考察 したもので ある。そ の意 味では
金子は前記の熊 谷武雄 と類似 の志 向を有 してはいるので あるが、そ の熊谷 と対照 させつつ、熊
谷の郷土安住 の歌境 に対す る金子 の悲嘆、寂蓼 の心象 を指摘 した。
つづ く 「米 田雄郎 ノー ト」 も、東京で の学業 を中途で放棄 し、奈 良へ の帰郷か ら本格的な僧
侶の 日々 に沈潜 してゆ くまで の米 田雄郎歌風 の変遷 を、処女歌集 『日没』 に至 るまで の作 品を
検 証する中で解 明 したもので ある。 と くに米 田の示 したやや早過 ぎる隠遁 の歌風 につ いて は賛
否 両論 があった ことを指摘 し、そ の歌人 として の位置づ けを行 った。 さ らに、先 に述べた熊谷
武雄 ・金子不泣 とともに米 田の帰郷、沈潜 の歌風が師で ある前 田夕暮 の自然回帰の歌風変遷 に
影 響を与 えた可能性が あることを示唆 した。
「佐藤 嘲花 ノー ト」は、前三者 とは異な り、そ の耽 美的作風が注 目を集 めた佐藤嘲花 の歌人
としての特質 を考察 した ものであ る。嘲花 の歌風が耽美的な前半 と人生凝視 的な後半 に区分で
きる もの と捉 え、 それぞれ の歌風 の進展 を促そ う として い る夕暮 のかかわ り方 を明 らか に し
た。そ の上で、夕暮 の大正初期の歌風の転換があ る程度嘲花 の人生凝視への転換 に関与 してい
るので はな いか と推論 した。
第七章 夕暮論への視角
本章では、歌人前田夕暮 の特質や文学史 的位置 を考 える上で特 に有効 と思われ る視点 を取 り
上げ、 同時代の周辺の状況 を も視 野に入 れつつ考察 を行 った。
「前 田夕暮 とキ リス ト教」 は、植村正久 との出会 いか ら受洗 しやがて離教へ と至る夕暮 のキ
リス ト教体験 とその歌 風の展 開 とを関連 づけなが ら調査、分析 を試 みたもので ある。夕暮 の初
期歌稿や処女歌集 『収穫』 に見 られ る神秘 的幻想 的作風 の短歌作 品 とキ リス ト教受容 の関連 を
論 じ、 さらにキ リス ト教か らの離脱 と 『収穫』 中の 「醒め し自己」 の 自覚 との対応関係 を指摘
した。その後 、夕暮 の中期 か ら後期へか けての歩 みの中で もキ リス ト教的要素は色濃 く認 め ら
れ ることを具体 的に検証 し、前 田夕暮 を論ず るにあたってのキ リス ト教 の重要性 を示唆 した。
「子規 と自然 主義短歌一 写実短歌史へ の視角一 」で は、近現代短歌史 におけ る写実短歌の
伝統の強靭さを指摘 した上で、そ のいわば源泉 とも言 うべき正 岡子規 の写生短歌 と、子規没後
約五年に して 高まって くる自然主義短歌 との相関性 を、 とくに前 田夕暮の側 に重点 を置 きなが
ら論 じた。 明治末か ら大正期へか けて子規以来 の写 生短歌が 自然主義の影響 を受けつつ境涯詠
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として の写実短歌に至 りつ く過程 と、 それ までの写実主義 の流れ を受けつつ 自然主義小説か ら
やがて純文学 としての私小説、心境 小説 が形成 されて くる過程 とは、現象 としてはある程度パ
ラレル の関係 にあるのではないか とい う展望の下、短歌史 の主流 を占めっづけている写実短歌
の特質 を自然主義 時代 の自照性の獲得やそ の後 の結社制度 の発展 と関連づけなが ら解明 を試み
た。
以上、前田夕暮 を論ず るに際 しての有効 な視 角 を示す ものとして二点 を論 じたが、 とくに後
者の写実短歌史か らの捉え直 しは、今後 の前 田夕暮研 究 にお いて も最重要の課題 と思われ、そ
の意味で巨視 的な視 野に立つ夕暮論の必要性 を提起 した もので もある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 自然主義歌人 として若山牧水 と並称 され、後 には 自由律短歌の拠点 となった雑誌
を主宰 して近代短歌 の新 しい流れ を領導 した歌人前田タ暮 の歌風 の形成 と展開、作 歌 ・文 芸活
動 の軌跡 を辿 り、そ の歌人 としての特質 と全体 像、近代短歌史 ・近代文芸史における位 置 と意
義を明 らかにしよう とした ものである。
全体 は、 「第 一章 歌人タ暮 の確 立」、 「第二章 交流 の中の歌風形成」、 「第三章 変革 と深
化」、 「第 四章 晩年 の歌境」、 「第五 章 都市 と風 土」、 「第 六章 初 期 『詩 歌』同 人 と前 田タ
暮」、 「第 七章 タ暮論への視 角」 の七章か ら成る。
「第 一章 歌人タ暮 の確立」で は、 明治30年代 後半か ら40年代へか けての文 学界 の動 向を視
野 に入れ なが ら、主 として尾上柴舟 への入 門か ら40年代 に自然主義思潮 を受容 して独 自のタ暮
歌風 を確立す るまで の ことを考察する。 「初期前 田タ暮 にお ける牧水短歌の受容」 は、 『新声』
選者 の柴舟 門に若 山牧水 とともに入 ったタ暮が、新 詩社歌風の影響下 にある浪漫 ・耽美の歌風
か ら現実凝視 ・自己凝視 の歌風へ と推移 していった こと、そ してその背景 にあった もの として、
文壇 自然主義へ の深 い関心、 彼の恋愛体験 のほか に、明治39年当時次第 に現 実主義 的傾 向 を示
してきていた牧水短歌 における漂泊 ・彷 径の意識の影 響 も看過で きない こと、タ暮 短歌の生の
疲れや悲哀感、喪失感等 に牧水短歌か らの影 響が考 え られ ること、 しか しタ暮短 歌におけるそ
れ らのモチー フの作 品化 にあたってタ暮独 自のあ り方がみ られ ることな どを、両者の短歌 を比
較 しなが ら明 らか にす る。論者の研究 は、 従来 も指摘 されては いた牧水 との関わ りの内実 を明
確 に した もの として 高 く評価 され るべ きものであ ろう。 また、 「初 期前 田タ暮 と窪 田空穂 『ま
ひる野』」では、 出発期のタ暮が私淑 した窪 田空穂 の詩歌集 『まひる野』 とタ暮 初期短歌 との
相 関 を探求 し、 『まひ る野』 のキ リス ト教的要素 と初期 タ暮 の神秘 派歌風 の接点 に、二 人が と
もに指導 を受 けた植村正久の思想の存在 を指摘 す る。 最初期 の新詩社歌風の強い影 響下 にある
浪漫 ・耽 美の歌風か ら自然主義 との関係 を背景 とす る現実凝視 ・自己凝視の歌風へ と転換 ・推
移 してい く間にみ られ る神秘派歌風の背景にあ った もの を解明 し、初期タ暮短歌の思想的背景
を明 らか に提示 した もの として注 目すべ き論 であ る。 「初期 前田夕暮 にお ける 「神秘 的色彩」
一 『収穫』 の時代 を中心 に一 」 においては、 その 問題が さ らに深 く考察される。
「『収穫』論」では、 自然主義短歌時代 の到来 を告げ るタ暮 の処女歌集 『収穫』の上下巻構想
がそれぞ れ異な る恋愛体験 を背 景 とす る こ とによる世界 の差 異、そ こにみ られ る漂泊等 のモ
チーフ と自然主義 との関係が論 じられる。 なお、夕暮短歌 の世界 にタ暮 の恋愛が投影 されて い
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ることを明 らか にする ことによってそ の世界の特 質を示す論 としては、短歌 に唐突 にあ らわれ
る 「十一 日」 をタ暮 の恋愛 との関わ りか ら解 明す る 「短編r十 一 日』 とr収 穫』作 品一 前田
タ暮 の幻の恋一 」が あ り、 自然主義 との関わ りにつ いては、 「初期前 田タ暮 と田山花袋r田
舎 教師』」 にお いて、 タ暮 が 自然主義文 芸作 家 としての花袋の小説 の受容が タ暮の短歌 に影響
していた可能性 を説 く、興 味深い見解が 提示され る。 いず れ も、実体験 と文芸思潮 のふ たっが
タ暮短歌 の形成 に深 く関わった ものであった ことを指摘 し、 その内実を明 らか に した卓論 と言
うべきで ある。 「前 田タ暮初期の短歌観一 『詩 歌』 第一巻 ・第二巻 をめ ぐって一 」 は、 タ暮
が創刊主宰 した 『詩歌』 に焦点 を しぼ り、初期 タ暮 の短歌観 の形成 過程 を分析す る。 また 「前
田夕暮 の啄木観一 評論集 『歌話 と評 釈』 を視 点 として一 」では、 自然主義的な短歌観 が掘
下げ られて ゆく様相が明 らか にされる。 タ暮の初期の短歌観 を同時代の歌人、文 芸思潮 との関
わ りにお いて明 らか にし的確に位 置付けた これ らの論 は、タ暮研究 におい.て今後 ひ とつの指標
とされ るべ きもので あろう。
「第 二章 交流 の 中の歌風形成」で は、大正 初期か ら中期 にか けて の夕暮 の歩み を同時代 の
歌 人 ・詩 人 ・画家、 日本古 典 との関達を究明 し、また当時の時代思潮の形成 に大 きな影響 を与
えた西洋美術 との関わ りをも視 野 に入れ、そ の具体 相 と意義 を明 らかにする。 「大正初期 のタ
暮 と茂吉」は、両者 に共通 して認め られる後期印象派絵画の受容 とそれ ら関連す る狂気 への関
心 に着 目し、ゴ ッホ の絵画の太陽光がタ暮 ・茂吉の短歌 に取 り入れ られていった意義、 画家の
示 した狂気へ の関心 の強 さが短歌 にいかに反映 していたか を分析する。 また 「前田タ暮 と青木
繁」で は、大正2年 の 『青木繁画集』 を通 してタ暮がその絵 画 を受容 し、一連 の短 歌群 を生ん
でい った ことが指摘 され る。 「『詩 歌』 と室生犀星」で は、 『詩歌』寄稿者 であった犀星が 西洋
絵 画受容 の時代思潮下で、そ うした影 響の色濃いタ暮 の歌集 『生 くる 日に』 に関心 を寄せ、 同
傾向の詩作が行 われた こと、 タ暮短歌の一傾向がそ うした時代思潮の 中で広 が りを持つ もの と
して位置 づけ られ るべ きもので あること説 く。 「「生命の渦巻 き」 のモチー フー 雑誌 『詩 歌』
の流域一 」 も、後期 印象派絵画 を 「生命 の渦巻 き」 と評 したタ暮 の主宰 した 「詩 歌」 におけ
るその受容 の具体相 を分析 し、犀星 ・朔太郎 ・暮鳥な どの大正期の代表的詩人たち にも共通の
モチーフが底流 して いることを考え る。「前 田タ暮 の古典受容一 狭野茅上娘 子への傾倒 を中心
に一 」 では、大正期 の生命 主義 的な タ暮 の歌 風の展開 と 『万葉集 』への関心が対 応 している
ことを明 らかに している。 いずれ も傾聴すべ き指摘 として評価すべ きものである。
「第三章 変革 と深化」で は、大 正10年代か ら昭和10年前後 に至 るタ暮 の文 芸活動 を、 モダ
ニズムの展開の中で捉 え、北原 白秋 ・川端康成等 との交流や 『日光』 『短歌雑誌』 『短歌月刊』
等の雑誌への関わ りについて考察 しなが ら、散文活動、 自由律短歌運動 に象徴 され る新たな形
式の模索 の志 向を明 らか にす る。 「大正十二 年のタ暮 と白秋」 「r日光』時代 の前 田タ暮一 第
一巻(大 正十三年)を め ぐって一 」 「『日光』時代の這空 とタ暮」は、反ア ララギ 系の 『日光 』
創刊前夜の動きを 白秋 との交流 を追尋 しつ っ、そ の短歌史 的意義 を明 らか にし、さらに 『日光 』
におけ るタ暮 の活動を分析 し、 また 「緑草 心理」等 の散文 執筆の意義 についてモダニズムの思
潮 と深 く連繋する ものである ことを解 明、 またr日 光』 同人の釈遙空 の短歌 とタ暮 「天然更新
の歌」の相関性 を指摘 して、 この時期のタ暮短歌 の動 きの意味 をあ とづける。 「『短歌雑誌』に
お ける前 田タ暮一 大正十 五年か ら昭和 三年 まで一 」『短歌雑誌』にお ける前 田タ暮一 昭和
四、五年 をめ ぐって一 」 「『短歌月刊』第 三巻(昭 和6年)に おける前田タ暮」では、 当時の
総合歌誌 におけ るタ暮及び白 日社 の活動 を跡づける。昭和4年 の空中競詠 を契機 として 自由律
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へ と傾斜タ暮 と白日社の動 き とそれ に対す る歌壇 の批評 にもモダニズムの時代 の反 映がみ られ
ることを明 らか にし、その後 自由律短歌が批判 を受 けて い く状況を検証 して、そ の短 歌史 的意
義 と文芸史 的意義 を明 らかにする。 「川端康成 と前 田タ暮」 「前 田タ暮 とモダニズム」 「タ暮 自
由律 と主客 一如主義」 「前田タ暮 『緑草心理』 と立原道造」 「前 田タ暮 と立原道造一 昭和初期
短歌の水脈一 」 も含 め、本 章では、 自由律短歌の問題 を中心 に、散文活動 をも視野 に入れ、
タ暮 がモダニズムの潮流 の中にあって 自 らの作風 の変革 を図ろ うとす る様相が具体的 ・多角 的
に考察 され、時代思潮 の中で次々 と歌風 を変えて いった夕暮 の文芸意識が解明 されて いる。
「第 四章 晩年 の歌境」の 「『耕 上』論」で は、太平洋戦争末期か ら戦後 にかけての奥秩父生
活が どのような歌境 の形成 を促 したのか、夕暮短歌 の中でそれが いか に位置づけ られ るか とい
う ことを考察 し、 「山野帰住 への共感一 斎藤清衛宛 前 田タ暮書簡 をめ ぐって一 」で は、齋藤
清衛 がタ暮 の 自由律短歌運動や 山峡生活 の精神 的支援者 であった ことを解 明、 「前 田タ暮 「わ
が死顔」論一 幻視 ・二重 自我 の意 味す る もの一 」で は、遺作 「わが死顔」 の文 芸的特質 を
明 らか にす る。
「第五 章 都 市 と風土」 の 「前 田タ暮 におけ る 〈都市〉 と く反 ・都 市〉」 「前田夕暮 と秦 野一
一 郷土のなかの文学形成一 」 「タ暮 の内なる風土一 茨 城 との関達 をめ ぐって一 」では、タ
暮 にお いて都市が どのよ うに意識 されて いたのか、郷 土相模や関わ りを持った茨城 の風土がそ
の文芸 にどのよ うな影 響を与えていたのか とい う問題 が とり上げ られ、タ暮 にお ける風土の問
題の重要柱 にっいて貴重な提言が なされ る。
「第六章 初期 『詩歌』 同人 と前田タ暮」 の 「熊谷武雄 ノー ト1「金子不泣 『波 の上』覚書」
「米 田雄郎 ノー ト」 「佐 藤嘲花 ノー ト」で は、 タ暮が主宰 した 『詩歌』 の同人 たち に注 目し、
タ暮の近代短歌史における意義 をあき らか にす る とともに、 同人を通 してタ暮短歌 の特質 と意
義 を逆照射する。いず れも、近代短歌史 にお けるタ暮 の位置 を考 える上で示唆 され る ところ少
な くない研究 として評価 され よう。
「第 七章 タ暮論へ の視 角」で は、 夕暮 の特質、文 芸史上 の位置 を考 え る上で有効 な視 点 を
提示 し考察す る。 「前田夕暮 とキ リス ト教」 は、植村 正久 との出会い によ る受洗 か ら離教 に至
るキ リス ト教体験 と歌嵐 の展開 との関達 を調査 ・分析 し、そ の後 の中期か ら後期 にか けて の歩
み の中にもまだ キ リス ト教的要素が色濃 く残存 して いることを明 らか にす る。 また 「子規 と自
然 主義短歌～ 写実短歌史への視 角一 」では、近現代短歌史 における写 実短歌の伝 統の源泉
ともい うべき正 岡子規 の写生短歌 と、 自然主義短歌 との相関性 を、 タ暮 の側 に重点 を置 きつつ
論 じる。 タ暮短 歌を写実短歌史か ら捉え直す ことの重要性 の提言は、今後のタ暮 短歌ひ いては
近代短歌 の研究 に示唆す るところ少な くな い。
以上述べて きたように、本論文は、 自然主義歌人 として若 山牧水 と並称 され、 後 に自由律短
歌 の拠点 とな った雑誌 を主宰 して近代短歌 の新 しい流れ を領導 した歌人 として、近代短歌史上
重要 な存在で あるにもかかわ らず、 資料 的な面での整備 も遅れ、 また歌人 としての特質、 近代
短歌史 にお ける位置やその作歌 ・文 芸活 動の意義 を解 明す る研 究 も十分ではなか った前田タ暮
について、そ の生涯 にわたる作歌 ・文 芸活動 を、浪漫主義 ・自然主義 ・モダニズム等 の思潮や
絵 画 との関わ りをも視 野 に入れ なが ら、 若 山牧 水 ・窪 田空穂 ・北原 白秋 ・石川 啄木 ・斎藤 茂
吉 ・室 生犀星 ・川端康成等 との交渉 を軸 に考察 を加え、タ暮短歌が時代思潮 のひろが りの中に
位置づ け られ るべ きものである ことを明 らかに し、また初期の歌風の形成 と展 開に深 く関わっ
た牧水 のそれ とは異な る独 自のあ り方 をタ暮 の短歌が示 してい ること、最初期 における新詩社
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歌風の強 い影 響下にある浪漫 ・耽 美の歌風 か ら自然主義 との関係を背景 とす る現実凝視 ・自己
凝視の歌風へ と転換、 推移 してい く間にみ られ る神秘派 歌風 の背景にキ リス ト者植村正久 の思
想があった ことを解 明す るな ど、前 田タ暮 に関 して多 くの新 知見を加 え、研究 に新 しい展望 を
ひ らいている。そ の成果 は、前 田タ暮研究 のみ な らず近代短 歌史 ・近代文芸史 の構築 のために
も有効 な視 座を提示 するもので あ り、斯学 の発展 に寄与す る ところきわめて大で ある。
よって、本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授 与されるに十分な資格 を有す るもの と
認め られる。
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